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近江八幡図書館 現状と課題について 

 

 

 

【現状】 

図書館では、乳幼児からの読書普及の一環として、平成１７年度から４カ月健診

時に一人１冊ファーストブックに入れて、手渡す取組を実施してきました。現在、

１９歳以下で４カ月健診を受診した人は、各家庭に１冊絵本がある状況です。 

平成２９年から４カ月健診時にファーストブックを手渡すのと同時に、希望者に

対して図書館の利用カードをその場でつくる取組を実施したところ、登録者数は増

加しました（コロナ禍で中止した令和２年度、令和３年度を除く）。 

 

【課題】 

おはなし会参加者と同様、登録者数もコロナ禍以前に戻すのが課題です。 

ホームページや広報等で広く宣伝すると同時に、おはなし会自体も保護者同士が

つながれる場としての工夫を行います。 

 

 

 
 

 

１．ブックスタート事業  平成１７年度～ 

 



子どもの読書活動に係る現状及び今後の課題・具体的な取組（案） 別紙 

2 

 

 

２．武佐学区への読書支援  平成２９年度～ 

 

図書館からの距離がある武佐学区では、計画前の平成２８年度０～６歳児１人当たりの貸出件

数は 1.0 冊と市の平均に比べ、低い数値となっていました。また、小学校へブックトークに訪れ

た折に、「図書館に行きたくても自分ではいけない」という児童の声を聞き、図書館から出向く館

外貸出を実施することにし、就学時までに聞く姿勢や乳幼児の読書習慣を身に付けてもらうこと

を目標に掲げ、武佐こども園への読書支援を重点的に実施しました。 

 令和 3 年度に読書支援は終了しましたが、気軽に本を借りることや本に触れる機会を継続する

ため移動図書館事業を稼働させました。 
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３．本のまち動く図書館事業  令和３年度～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        （再掲） 

 

 

  

 

図書館では、武佐読書支援の結果を受け、 

① 本との出会いの機会を市内の子ども達が等しく持てる環境づくり。 

② 子どもと本を橋渡しする大人（司書）が必要であること。 

この 2 点が重要であることから令和 3 年度から移動図書館車を稼働しました。 

  令和 5 年度から稼働した「はちっこぶっく号ミニ」は、感性や考えるもと、生活習慣のもとが形成さ

れる乳幼児期に絵本をたっぷり味わい、楽しんでもらうために図書館から遠い、就学前施設を段階的に

巡回します。 

最終的には公立・私立園問わず、就学時には同じ絵本体験ができていることを目指します。 
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【現状】 

  年齢別、各学区の一人当たりの貸出冊数については、移動図書館車を稼働し、全

域サービスに努めたところ、大きな開きはなくなりました。 

                                                                                   

【課題】  

  １３～１８歳の読書離れと言われている年齢について、手立てが必要であると考

えますが、電子書籍等を利用していることもあり、本を読んでいないとはいえない

状況です。現在、図書館から遠い中学校 2 校へ移動図書館車を巡回させています

が、全中学校へ巡回するには、中高生向きの本に精通している職員体制を整備する

ことが課題です。 
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４．その他 

（１）図書館への寄附について 

 【現状】 

村松報恩会様からは、児童書の充実のために平成元年から主に小学校の学校図書と図書館

へご寄贈をいただいており、合併後は両館共、調べ学習に使用する図鑑や事典、知識の本、

シリーズ本等、通常の予算割では購入しにくいものを購入している。 

また、令和 3 年度は、近江八幡ロータリークラブ様より、移動図書館車用図書購入費 100

万円をご寄附いただき、はちっこぶっく号の児童図書を整備した。令和５年度は、近江八幡

管工事協同組合様より 10 万円のご寄附いただいた。 

 

 【今後の取組】 

児童書の充実を図ってほしいとの寄附者のご意向に沿うよう、現状どおり通常の予算割で

は購入しにくい図書を揃える方向で対応したい。 

また、はちっこぶっく号ミニの児童図書についても日頃は購入できない大型絵本や紙芝居

等を購入して、巡回している園を中心に貸出を行い、要望があれば、その他の園や一般利用

者へも順次、貸出を行うなど広く市民への活用を図りたい。 

 

（２）図書購入予定について 

 

読書活動推進事業での児童書購入予算は、令和 5 年度は約３９０万円。毎週出版される 

児童書の新刊やリクエスト本、外国語の本や絵本、また買い替えが必要な本等、計画的な

図書購入を図る。 

移動図書館車はちっこぶっく号の児童図書の購入予算は、213 万円、はちっこぶっく号ミ

ニについては 220 万円の予算を計上している。 

はちっこぶっく号での小・中学校の図書の選書については、利用者のニーズに合わせ、近

江八幡図書館、安土図書館の選書と比べ、より書店に近い選書を行い、いつ来ても読みたい

本が置いてあるように工夫し、継続した読書につなげていく。 

一方で、はちっこぶっく号ミニは、定番絵本や書評等で紹介された絵本等、絵やおはなし

の内容がしっかりした定評のある絵本を選定する予定である。また、絵本の貸出だけでなく、

ストリーテーリングや読み聞かせを同時に行い、おはなしや絵本の世界を楽しむことにより、

想像力を養い、感性の元を築けるよう取り組んで行く。 


